
小栗上野介忠順の思い

第 5回

遣米使節として米国に渡航
小栗上野介忠順（1）～（6）は文政十（1827）年、旗本・小栗

忠高の子として旗本屋敷である江戸駿河台、現在の明大通
りの角（図 1）で生まれた。早くからその才を認められ、33歳
の万延元（1860）年、大老・井伊直弼の推挙を受けて、幕
府遣米使節の実質的なリーダーとして渡米することになった。

 

図 1　小栗上野介忠順の駿河台屋敷跡

図 2　遣米使節の正使新見正興（中央）・村垣範正（左）・小栗忠順（右）（7）

図 3　ワシントン海軍工廠（造船所）での遣米使節一行（7）

図 4　小栗が海軍工廠から持ち帰ったネジ

遣米使節団は図 2中央に示す正使新見豊前守正興・外
国奉行、副使村垣淡路守範正・外国奉行（同左）、監察小
栗忠順・勘定奉行（同右）ら 77名と米国乗組員 289名、合
計 366名で米国船ポーハタン号にて渡航した。西海岸ま
で随行した咸臨丸には、勝安房（勝麟太郎、37歳）、福沢
諭吉（25歳）、通訳の中濱万次郎（33歳）ら日本人 94名お
よびジョン・マーサー・ブルックら米国乗組員 11名、合計
105名が乗り組んだ。図 3にワシントン海軍工廠を見学し
た遣米使節団の記念写真を示す。この造船所では、鋳造
および砲身を蒸気力でくり抜く錐鎮台、蒸気ハンマーによる
熱間鍛造が稼働していた。近くには溶鉱炉・反射炉もあっ
た。小栗は日本との製鉄および金属加工技術の差に驚き、
これを心に刻む意味で海軍工廠のネジを持ち帰ったとされ
ている（図 4）。1860年 6月のニューヨークタイムズは「小栗
らは財布をはたいて、あらゆる種類の我が国の創意と工夫
品を購入していった。市場が開放されれば、これらの物品
はそっくり真似され改良されて、我が国に戻ってくるに違い
ない」と小栗の先見性を評価し、かつ憂いていた。

 

横須賀製鉄所（造船所）建設へ
小栗が米国で得た果実は大きい。この見聞をもとに帰国

後の8年間、幕末の日本の構造改革に奔走した。念願の「木
の国から鉄の国へ変えたい。そのためには船所（造船所）を
持たねばならない。持つからには世界的なレベルのものを」
との強い「思い」から幕閣を説得して、造船所建設の大英
断を下した。建設の技師長として、フランスのエコール・ポ
リテクニック（理工科大学）を卒業した当時 27歳の技師ヴェ
ルニーが抜擢された。彼は慶応元（1865）年相模国横須賀
村の入江に造船所の狙いを定め、本プロジェクトのリーダー
として 10年半にわたり造船業と横須賀のインフラ整備に専
念した。この造船所が「日本近代工学の源泉」となり、昭和
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三十年代にイギリスを抜いた世界一の「造船大国日本」はこ
こから始まった。横須賀駅前にあるヴェルニー記念館にあ
る蒸気力ハンマーの実物を示す（図 5）。当時ではベッセマ
一転炉と並んで最新重要発明が蒸気力のハンマーであっ
た。鋼製鍛造大砲や鉄砲用素材を鍛造するハンマー（6ト

ン、3トン、0.5トン４基）などをオランダから導入した。蒸気
力によりハンマーを上昇させ、自重落下で鋼材を熱間鍛造
した。この鍛造機はつい最近まで、同所で稼働していた。
造船所は船体の製造だけではなく、船に関わるすべての部
品を製造する本格的な近代工場であり、その後の日本のマ
ザー工場の役割を果たした。その功績は、例えば横須賀
街のインフラ整備、西洋式灯台部品製造、鉱山機械、鉄
製橋梁、富岡製糸場の設計と蒸気動力適用、メートル法の
普及などが挙げられる。工場のマネジメントを構築し、局や
部の創設、指揮命令系統の明確化、就業時間・賃金制度・
残業手当・作業服の導入・熟練工の厚遇・洋式簿記なども採
用した。その規模は技術官・作業員含めて 1千名を超えた。

仲間と飛行機研究所を設立（当時 33歳）し、中島飛行機製
作所を創立、そのときに横須賀製鉄所から多くの技師や職
工を送りこんだ。戦後は富士精密工業設立（プリンス自動車
工業の前身、日産自動車と合併）および現在の SUBARU（旧

富士重工業）に発展していった。この黌舎は、その後変遷を
経て工部大学校に吸収され、東京帝国大学工学部造船学
科へと発展した。 

その後の小栗
明治元（1968）年、新政府側が横須賀へ出向き、この両

製鉄所を幕府側から新政府側に引き継ぐことになった。こ
のことを見通したように、小栗は「これで幕府が売り家になっ
ても蔵付きになる。製鉄所を建設すれば、それだけ無駄な
軽費を削減する口実となる。たとえ製鉄所が完成したとき、
幕府が存在しなくとも、幕府を売りに出された家にたとえれ
ば、製鉄所という立派な蔵を造ったという名誉が残るではな
いか」と語ったという。予言通り、横須賀造船所は、新政
府に引き継がれた。幕末に小栗という一流の人物を得たこ
とが、日本の幸運であったと言えよう。
ところが、「小栗という実力者を生かしていたら新政権の
安定はない」として、領地の上野権田村（群馬県高崎市倉渕
権田）での隠棲生活していた小栗を捕縛し、家臣三名ととも
に烏川河原において慶応四（1868）年斬首に処した。
明治になり、大隈重信は小栗家の遺族と会った際、“ 明

治の近代化は、ほとんど小栗上野介の構想の模倣に過ぎ
ない ”と述懐した（5）。小栗の偉大さに引き込まれ、大隈の
世界観や、日本の進むべき道は小栗によって広がったので
はないかとも言われている。
明治四十五（1912）年、東郷平八郎は小栗家の遺族に「日

本海海戦でロシア艦隊を完全に破ることができたのは小栗
さんが横須賀造船所を造ってくれたこと、それにつながる技
術で富岡製糸場の生糸収入が日露戦争の軍資金になった
おかげ・・・」と礼を述べた。
戦後の昭和三十年代にイギリスを抜いて世界一の「造船

大国・ものづくり大国日本」となったのも、その第一歩が小栗
の横須賀製鉄所から始まったといえる（6）（8）。

図 5　0.5トン蒸気ハンマー（左）と3トン蒸気ハンマー（右）

横須賀製鉄所に先立ち横浜製鉄所を開業した。小栗は、
佐賀藩が幕府に献納した製鉄所建設に必要な各種器具、
艦船修理や船舶用機械などは幕府が担うことにした。JR

石川町駅近辺に旧横浜製鉄所跡を示す案内板がある。幕
府瓦解後の明治十二（1879）年新政府は平野富二（当時 33

歳：同図）が創設した石川島平野造船所にこれを移管、平
野は機械設備を東京の石川島（幕府が水戸藩に命じ江戸隅
田川河口の石川島に造船所を創業、新政府が平野に払い下げ

る）に移設した。これが現在の IHI（旧石川島播磨重工業）の
源流になった。
また、横浜にフランス語伝習所を開設し、横須賀製鉄所
や富岡製糸工場に卒業生を派遣した。製鉄所内には職工・
技師を育てる「黌舎」が設置された。ヴェルニーが校長とな
り、彼の出身校エコール・ポリテクニクを模範として、仏語・
数学・物理・造船技術・機械学・製図法を教えた。授業料
は無料かつ給与は製鉄所から支給される。入学は 100人
に数人程度しか認められなかったほどで、優秀な若者が集
まった。中島知久平はここで学んだ後、大正六（1917）年
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